
研究概要
　純水および不凍液中の循環系溶媒の流動抵抗
を低減させる界面活性剤を提案します。水を媒
体とする循環システムに「抵抗低減剤」とよば
れる物質を添加すると、循環する水の循環抵抗
が大きく減少し、循環に必要なポンプパワーを
減少できることが知られています。高層ビルの
循環冷却水をモデルターゲットとした実験で
は、抵抗低減剤の投入後、冬の消費電力量が約
65%減少、夏も約 47%減少との報告がありま
す。

背景・従来技術
　現在製品化している抵抗低減剤は、主剤とし
て殺菌作用の強い陽イオン性界面活性分子が使
用されていることから、欧米では使用が禁止さ
れており、日本でも管理が厳しいという問題が
あります。また、不凍液 ( エチレングリコール
水溶液 ) を入れた場合は、抵抗低減効果が発揮
されません。

特徴
　本研究では、ある添加物との組み合わせで、
エチレングリコール 20%水溶液、30%水溶液、
50%水溶液においても抵抗低減効果の可能性の
ある非イオン性界面活性剤を合成しました。

実用化イメージ
　工業用途の冷却水の各種循環システムへの利
用の他、年間を通じてほぼ一定温度の地下水を、
抵抗低減剤を利用して循環することにより、冷
暖房機器の省エネに利用することが期待されま
す。
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剤 　界面活性剤の構造研究を行っていたが、機械科の先生より抵抗低減効果のある化合物についての

問い合わせがあり、思わぬ展開で研究分野の幅が広がりました。現在共同研究中ですので、今後の
発展に期待してください。
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